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１．はじめに
看護基礎教育に従事する教員を養成する看護
教員養成講習会のカリキュラムが平成23年度
から改正され，実施されている．改正点はいく
つかあるが，大学設置基準に準じた単位制の導
入と「看護教育評価演習」が新設されたことは
特記すべきことである．
平成22年4月1日に厚生労働省から出された
「専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会
ガイドライン」1）（以下，ガイドライン）によ
れば，「看護教育評価論」と「看護教育評価演習」
は，実践した教育を評価できるための内容とし
て位置づけられている．改正前のカリキュラム
においても「看護教育評価論」に該当する科目
は置かれていたが，「看護教育評価演習」は，
新たに設けられた科目である．このような科目
が新設されたということは，何を意味するので
あろうか．再びガイドラインによれば，「『看護
教育評価演習』では，看護教育に重要な看護技
術評価に着目する．看護技術の評価規準と評価
基準を作成し，その評価方法を実際に体験する
ことにより，看護学生に対する指導と評価の一
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改正前の「看護教育評価論」に加えて「看護教育評価演習」が新設された．「看護教育評価演習」が
新設された背景には，看護基礎教育における看護技術評価の重視と新たな教育評価を看護学教育評価
に活用することが意図されている．新たな教育評価とは，従来の行動主義的学習論に基づく評価法に
代わって，「真正の評価」と言われるポートフォリオ評価や状況的学習論に基礎を置くパフォーマン
ス評価である．
本稿では，ポートフォリオ評価とパフォーマンス評価について，概念，特徴，評価方法，看護学教
育評価への活用方法について解説した．看護学教育は学際的な学問であり，これまでも学校教育にお
けるさまざまな教育学の知見を活用しながら発展している．新たな教育評価を看護学教育に活用する
ことができれば，看護学教育の改善に資することができる．
新たな教育評価のうち，ポートフォリオ評価については看護学教育評価において実践例が報告され
ているが，パフォーマンス評価については，緒についたばかりである．したがって，看護学教育評価
として有効か否かの検討は今後の活用結果によるが，パフォーマンス評価の基盤をなしている状況的
学習論が看護学教育においても適用できることを指摘した．
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体化の理解を深めることをねらいとする．」2）
と書かれている．つまり，看護教育に重要な看
護技術の評価を重視していることが読み取れ
る．周知のように，厚生労働省から「助産師，
看護師教育の技術項目の卒業時の到達度」につ
いてという通達3）が出され，看護基礎教育卒業
時の看護技術の到達度が示されたことから，看
護技術の到達度を評価する必要性があることは
理解できる．しかし，これだけでは「看護教育
評価演習」を新設した意図が十分に伝わったと
は言い難い．そこで，ガイドライン作成に携わっ
た石川4）の報告を見ると，「また，新たな教育
評価を看護学教育評価に活用することも視野に
入れての設定でもある．」と述べられている．
昨今，教育界において，従来の教育評価の欠点
を補うべく新たな教育評価が提唱されている
が，それが石川の言う「新たな教育評価」のこ
とであると考えられる．そこで，新たな教育評
価とはどのようなものなのか，またそれを看護
学教育に活用するとすれば，具体的にはどのよ
うに用いたらよいのか，これらのことを明らか
にすることは，これからの看護学教育評価の向
上に資すると考えられる．
２．従来の学習理論と教育評価論
教育評価は長い教育の営みの中で行われてき
たが，評価が単独で行われてきたわけではない．
評価論の中には，その背景に基盤となる学習理
論を有しているものがある．例えば，タイラー
（R.Tyler）やブルーム（B.S.Bloom）らが提唱
した，教育目標を行動目標化し，行動目標を評
価するという行動目標的アプローチは，その背
景に行動主義的学習論がある．また，到達度評
価や形成的評価の理論的ベースには完全習得学
習（マスタリーラーニング）がある．行動主義
的学習論に基づく評価論は，ブルームら5）が著
した教育目標の分類学（タキソノミー）が敷衍
するのに従って，看護教育界においても広く採
用されてきた．
それまで教育評価といえば成績付けや単位認
定のために行われる，総括的評価という考えが
一般的であったが，診断的評価や形成的評価と
いう概念が広く認識され，用いられてきた．し
かし，ブルームらによるタキソノミーも2001
年にアンダーソン（L.W.Anderson）ら6）によっ
て改訂され，認知領域が認知科学の知見を反映
し変更されている．石井7）によると，その背景
にはアメリカにおける学習心理学の革命的とも
言える変化があり，その変化に連動して教育評
価論も行動主義から認知主義へと変換し，その
プロセスにおいてパフォーマンス評価，ポート
フォリオ，真正の評価などの新しい評価法が開
発されたという．
わが国においても，これまでの行動目標的ア
プローチとは違った視点から教育評価について
提言がなされている8）9）．特に状況的学習論の
有効性を提唱する佐伯10）は，「行動主義的，行
動目標的な知識観をもっていると，ほんとうに
大事なことと些細なことの区別ができなくなっ
てしまう．（後略）」と警告している．ガイドラ
イン作成に関わった石川11）の解説にも看護学
教育評価上，状況的学習論に基づくパフォーマ
ンス評価が有効であると引例されていることか
ら，佐伯12）による看護教育への提言が，「看護
教育評価演習」を新設することに影響を与えて
いることが行間から読み取れる．
上述したように，石井13）は新たな評価法と
してパフォーマンス評価，ポートフォリオ，真
正 の 評 価 を あ げ て い る が， 真 正 の 評 価
（authentic assessment）の真正とは，「本物の，
本当の」という意味であり，「『真正の評価』を
理論的支柱とする評価法がパフォーマンス評価
とポートフォリオ評価法である．」14）というこ
とから，本稿ではポートフォリオ評価とパ
フォーマンス評価について解説する．
３．新しい評価法
１）ポートフォリオ評価（portfolios assessment）
英語のポートフォリオは，紙ばさみ，折りか
ばん，書類入れなどと訳される．つまりファイ
ルのようなものを意味する．したがって，ポー
トフォリオという用語は教育以外においても用
いられているが，教育においては，生徒・学生
が学習の過程で作成したレポート，資料，ノー
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ト，テストなど，あらゆるものをファイルし，
そのファイルしたものを評価に用いたのがポー
トフォリオである．
ポートフォリオは，英国ロンドン大学におい
て総合的学習の評価法として開発され15），「重
要な達成事項を示すファイル」と定義されてい
ると言う16）．わが国には鈴木によって紹介され
17）18），2002年から小・中・高の学習指導要領
に導入された総合学習の評価法として用いられ
るようになった19）20）．看護学教育にも早くか
ら導入され，ポートフォリオによる評価の実践
例が紹介されている21 ～ 24）．
（１）ポートフォリオ評価の特徴
ポートフォリオ学習・評価の特徴として小田
25）は，以下の4点を挙げている．
①学習内容として非現実的な学習内容ではな
く，実社会性のある内容（オーセンテイッ
ク）であること．
②短期的な学習ではなく，長期的な学習であ
ること．
③点数評価（testing）ではなく，内容吟味（ア
セスメント型）の評価であること．
④教室に座って学ぶことだけではなく，実社
会から何かを理解すること．
これらの特徴から，ポートフォリオは，座学
での講義の評価法ではなく，総合学習のような
プロジェクト型学習に適していると言える．こ
の他に，評価法としてポートフォリオの特徴を
あげると，ポートフォリオは，学習活動の中で
示した学習成果を集約したものであることか
ら，学習活動におけるプロセスの評価と言うこ
とができる．また，集約した学習成果の中には，
何が分かり，何ができるようになったかを示す
ものが含まれていることから，学習者個々の成
長を知ることができ，個人内評価（進歩の評価）
とも言える．さらに，学習者に評価の基準・観
点を伝えることから，学習者自身がファイルし
たものを点検することができ，自己評価が可能
となる．
このようにポートフォリオは，テストでは測
れない学習のプロセスや成果を評価できる特徴
を有している．
（２）ポートフォリオ評価の方法
実際にポートフォリオを評価するためには，
ルーブリックを作成しておく必要がある．ルー
ブリックの作成は，後述するパフォーマンス評
価にも必要なものであるが，ルーブリックとは，
「成功の度合いを示す数値的な尺度（scale）と，
それぞれの尺度にみられる認識や行為の特徴を
示した記述語（descriptor）から成る評価基準
表」26）である．ルーブリックには大別して2種
類のものがあり，数字またはABCDを用いる
方法と，言語表現を用いる方法がある27）．言語
表現の例としては，「５－素晴らしい」「４－と
てもよい」「３－よい」「２－さらに努力を要す
る」「１－不十分」などの5段階評価があり，
何がどの程度できたら「５－素晴らしい」にす
るのか，その基準を明文化しておく必要がある．
ルーブリックの作成には時間がかかるが，共同
で作成し公開することによって議論が可能とな
り，評価用具としての妥当性と信頼性を高めて
いくことができる．
（３）看護学教育評価への活用
前述したように，早くからポートフォリオは
看護学教育評価に応用されている．実践例の中
には講義主体の科目を評価する時に用いている
場合もあるが，ポートフォリオの特徴を生かす
ためには，授業形態が演習や実習により適して
いると考えられる．浅田28）は看護教育への応
用 の 可 能 性 と し て，PBL（Problem Based 
Learning）をあげている．周知のようにPBL29）
は，授業形態はグループワーク（演習）で行わ
れ，提示された問題場面（または問題状況）に
対して，グループメンバーが学習目標をあげ，
計画を立て，それに基づいて資料を集め，時に
は学内外の人的資源など，さまざまな学習資源
を活用して問題解決を目指す方法である．その
プロセスにおいて，収集した資料や作成したレ
ポート，プレゼンテーションに用いた資料など，
様々なものがファイルされていく．それらをメ
ンバー全員が点検しあったり，チューターと共
に評価に活用することが可能である．こうした
ポートフォリオ評価により，現在の学習の達成
度とさらなる学習目標を明確にすることが可能
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となる．
ポートフォリオはまた実習評価にも有効であ
る．オーマン（M.H.Oermann）ら30）は，「教
師はポートフォリオを用いることにより，看護
学実習が学生にとって意味ある授業であったこ
とを確認できる．」と述べている．受持ち患者
を教材として看護の実際を学ぶ実習は，患者の
健康上の問題を解決するために，これまで学習
した知識と技術を基に，より専門的な知識を調
べること，資料を収集すること，レポートを作
成すること，患者指導に必要なパンフレットを
作成すること，実習記録を作成することなど，
さまざまな学習活動を行っていく．その過程で
多くの資料がファイルされていくので，それら
を実習の途中で，あるいは実習終了後に教員と
学生が一緒に評価することができる．その中で
‘今まで出来なかったことが出来るようになっ
た’，‘分からなかったことが分かるようになっ
た’という成功体験は，学生に自信を持たせる
ことになる．また，学生個別の評価により，一
人ひとりの成長過程が明確になると同時に，学
生個々の学習課題も明確にされるであろう．
２） パ フ ォ ー マ ン ス 評 価（performance 
assessment）
パフォーマンス評価は，状況的学習論を基盤
に新しい評価法として注目されている．
パフォーマンス評価についてギップス
（C.V.Gipps）31）は「話したり書いたりしてコミュ
ニケーションする技能，問題解決活動など，私
たちが生徒に取り組んで欲しいと願っている現
実の学習活動をモデルにして評価しようとする
ものであり，択一式テストのようにこれらを分
断して評価することではない．」と述べている．
また，松下32）はパフォーマンス評価とは，「あ
る特定の文脈のもとで，さまざまな知識や技能
などを用いながら行われる，その人自身の振る
舞いや作品を直接的に評価する方法」と定義し
ている．
（１）パフォーマンス評価の特徴
ギップス33）は，「評価の課題の直接性と課題
の領域に向けた学習指導の価値の高いこと，そ
して採点での主観的要素がパフォーマンス評価
の主要な特徴」と述べている．つまり，パフォー
マンス評価には学習指導上価値の高い課題が必
要であり，その課題は現実の学習活動のなかに
あるものから選ばれるということになる．また，
評価に際しては採点者の判断に依存するため，
主観的要素が入り込むという特徴を有してい
る．
パフォーマンス課題について松下34）は，必
ずしも実技的なものである必要はなく，重要な
のは＜評価したいと思っている能力ができるだ
け直接あらわれる課題＞＜ひとまとまりのプロ
セスを含んだ課題＞＜知識や技能などを複合的
に用いる課題＞であること，と述べている．ま
た，評価に際しては信頼性を確保するために複
数の採点者で採点を行っている．
（２）パフォーマンス評価の方法
パフォーマンス評価の方法についてギップス
35）は，「パフォーマンス評価では，現実の生活
やそれに関連する評価の課題を用いることで，
生徒たちの個々の反応を引き出し，適格な評価
者が直接観察し評価することになる．」と説明
している．さらに反応の評価については，観察
や専門家の判断が大きく依存するものであり，
これには教師が採点者としてコースワークや
エッセイを採点することも含まれている，と言
う．つまり，パフォーマンス評価法は，課題に
対して生徒・学生が示す行動や記述したものを
教師が観察したり，分析して評価するのである．
そして，この時に必要なのがポートフォリオ評
価と同様にルーブリックなのである．パフォー
マンス評価に必要なルーブリックには，一般的
か課題特殊的か，全体的か分析的かで４つのタ
イプに分類されると言う36）．どのタイプのルー
ブリックを作成し用いるかは，課題との関係で
決められる．松下37）は，小学6年生に「３㎞
を１時間で歩く場合と５㎞を１時間30分で歩
く場合との間で速さを比較する」という課題を
与え，その課題を評価するために作成したルー
ブリックを紹介している．それは課題特殊的で
分析的なルーブリックで「概念的知識」「手続
き的知識」「推論とストラテジー」「コミュニケー
ション」の４つの評価カテゴリー（観点）から
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構成されている．そのルーブリックは採点に入
る前に大まかな素案だけを作成し，具体的な中
身については採点と同時に書き込んでいくと言
う．つまり，予想される解答に基づいて大まか
なルーブリックを作成し，具体的な基準につい
ては，複数の採点者で採点の過程において明文
化するという作業を行っている．このような一
連の作業を経験した松下38）は，パフォーマン
ス評価の難点として，課題の開発・実施や採点
に多くの時間と労力がかかり，課題数が制限さ
れること，評価の判断が評価者の主観に依存す
ることから客観テストに比べると信頼性が低い
こと，ルーブリック作りが難しいことなどを指
摘している．しかし，可視化された子ども達の
思考や表現から学力を読み解き，それを指導に
生かすパフォーマンス評価は，単なる評価法に
とどまらず，子どもの学びについての教師の鑑
識眼を鍛えてくれる良い機会となる，とパ
フォーマンス評価を推奨している．
（３）看護学教育評価への活用
看護学教育評価にパフォーマンス評価を用い
るためには，従来の行動目標を評価する方法か
ら思考を切り替える必要はあるが，比較的容易
に導入することが可能ではないかと考えられ
る．パフォーマンス評価を導入するにあたって
は理論的基盤となっている状況的学習論を理解
しておく必要がある．
看護学教育では専門的な知識や技術を教授し
ているが，断片的な知識や技術を学生に修得し
て欲しいと願っているわけではない．実際に看
護が行われている場で看護が出来るようになっ
てほしいという願いを持っている．したがって，
看護が行われている状況において必要と考える
知識や技術を教授しているのである．ゆえに，
教授している知識や技術は，看護が行われてい
る場にできるだけ近づけた方法で行うことが効
果的なのである．パフォーマンス評価の基盤に
なっている状況的学習論は，状況の中で学習が
成立する，状況に密着して学習が生じるという
学習観なのである．この学習観の是非はともか
く，日ごろの授業の中で，看護現場で起こって
いる看護の実際例（事例など）を話すとき，学
生は強い興味を示す．また，看護技術の演習で
ベッドメーキングを学習した学生が，実習に出
たとたんに演習で学んだ方法ではなく，現場で
行われている方法を身につける例を多くの教員
が経験している．これらは，学習は状況に密着
して成立するという状況的学習論を肯定するも
のである．
パフォーマンス評価を導入するときには，し
たがって看護が行われている状況の中から課題
が選ばれる必要がある．実際の状況を設定した
課題を提示して，その課題に対して解決・遂行
されるパフォーマンスをルーブリックを用いて
評価するのである．従来から看護技術の評価法
としてチェックリストが用いられてきたが，
チェックリストはある看護技術を状況から切り
取って技術の手技を「できる」「できない」で
評価してきた．これは行動目標を評価する方法
として有効であったが，状況的学習論の立場に
立つならば，その技術が適用される状況を設定
し，その状況の中で学生が，どのような思考の
もとでどのような行動をとるかを観察し評価す
る必要がある．
最近，看護学教育の技術演習評価にパフォー
マンス評価を応用した実践例が報告されている
39）．従来の評価においても評価の基準作成が容
易ではなかったが，パフォーマンス評価におい
ても評価基準となるルーブリック作成がポイン
トになる．このように実践例が公表されること
によって，評価基準の妥当性や信頼性を検討す
ることが可能となる．
４．おわりに
従来から看護学教育評価で用いられてきた行
動主義的学習観に基づく評価法に代わって，認
知心理学の成果から導き出された状況的学習観
に基づくポートフォリオ評価やパフォーマンス
評価について概観した．教育評価の基盤をなす
学習理論も学習心理学や教育方法学の発展とと
もに変化している．
看護学は学際的な学問の一つであり，さまざ
まな学問の知見を応用しながら発展している．
看護学教育評価についても，これまで学校教育
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で実践されている教育学の知見を取り入れてき
た．そうして教育評価は看護学教育においても
重要な機能を果たし，評価をすることにより課
題が明らかになり，改善に役立てられた．
今回紹介した新しい評価方法が必ずしも万能
とは言えない．それはどのような方法であって
も必ず長所と短所を合わせ持っているからであ
る．しかし，長所や短所は実際使ってみなけれ
ば分からないものである．ポートフォリオ評価
については，実践例が少しずつ増えてきており，
看護学教育評価における有効性が確かめられつ
つある．しかし，パフォーマンス評価について
は看護学教育評価として緒に就いたばかりであ
る．今後，看護教員養成講習会を受講した教員
が中心となり，積極的に看護技術の評価に応用
し，その有効性について検証されることを期待
する．
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